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Abstract

The Kokubu Group, which is representative of the late Early Pleistocene formation

in South Kyushu, is widely distributed in the coastal area north of Kagoshima bay.

It is composed mainly of silt, sand and gravels of marine origin with the intercalations
●     ●

of thick layers of pyroclastic且ow deposits. In this group, three formations -the

Kajiki, the Kamou and the Hayato are known to yield abundant plant fossils.

The examination of these plant fossils is of particular importance in correlating this

group with those of the other districts or in understanding the Early Pleistocene且oral

change in Southwest Japan.

In the present study, the vegetational transition and the paleochmatic change
●

through the age of the Kokubu Group were examined on the basis of pollen analysis

taking into consideration the occurrence of plant megafossils hitherto reported by the

previous authors. The results are summerized as follows.

1) The pollen assemblage of the Kokubu Group is characterized by the predomi-

nance of Fagus and Quercus accompanied with conifers such as Picea, Abies and Tsuga.

2) The且ora represented by megafossils such as leaves, cones etc. are characterized

by the presence of both the warm temperate and the temperate　丑oral elements.

The former comprises Quercus cf. salicina, Quercus cf. gilva, Cinnamomum cf. japonicum,

Machilus sp. and Liquidambar sp., while the latter Fagus cf. crenata, Quercus cf. serrata,

Zelkova cf. serrata, Acer cf. florinii, Acer cf. mono, Tilia cf. kiusiana and Tilia cl

distans. Among them, Cinnamomum cf. japonicum and Podocarpus are regarded as an

indicator of warm climate, while Fagus cf. crenata, Picea and Tsuga are as an indicator

of comparatively cool climate.

3) By the floral assemblage, the Kokubu Group is correlative to the "Fagus zone

in the upper part of the Osaka Group in Kinki district. Furthermore, it can be correlated
●

to both the Nagano Formation in South Kyushu and the Kuchinotsu Group in the

Shimabara Peninsula, Northwest Kyushu by the absence of the so-called HMeta-

sequoia flora".

4) Liquidambar, regarded to be an element of the Early Pleistocene "Metasequoia

且ora" in central Japan, seems to have　丘ourished at least untill the late Early

Pleistocene age in South Kyushu.

*　鹿児島県姶良郡隼人町小田390　390 Oda, Hayato-cho, Aira-gun, Kagoshima Prefecture.

…　鹿児島大学理学部地学教室Institute of Earth Sciences, Faculty of Science, Kagoshima

University.



90 西井上剛資･大塚裕之

Ⅰ.　は　じ　め　に

鹿児島湾北部沿岸地域には広く第四系が分布しており,その地質層序については従来多くの

研究がなされてきている(伊田ら, 1950;太田, 1967;露木ら, 1970;高橋･長谷, 1972;長

谷, 1978),最近,大塚･西井上(1980)は本地域の更新統国分層群に挟在きれる火砕流堆積

物を鍵層として追跡し,同層群の層序を確立した｡またこの研究では,同層群を構成する淡水

成ないし海成のシルト岩には豊富な植物化石群が多くの層準に含まれており,これらが同層群

と他地域の諸層との対比のみならず,西日本における前･中期更新銃の植物化石群の変遷を考

察する上で重要であることを指適した｡

これまで本地域の更新銃に産出する植物化石については, Endo (1939),尾上(1972),

Takayama & Hayasaka (1974)などの研究があるが,これらは本地域の更新統層序が十分

には解明されていない時点のものであり,その産出層準も全層序にわたるものではないため,

これらの研究結果に基づいて本地域の古植生の地史的変遷を十分には考察することはできなか

った｡

本研究では本地域の第四糸屑序のうち更新世前期の堆積物である国分層群の花粉分析を行い,

その結果に基づいて同層群堆積時の古植生および古気候の考察さらに対比を行った｡また本研

究では用いた花粉分析試料数は比較的少なく,また採取した試料の層準間隔もやや大きいので

植生の詳細な変遷まで解析することはできなかったが,国分層群についての花粉化石群からみ

た植生の特徴とその変遷についての概要は明らかにできたと考える｡

本稿を発表するにあたり,終始適切な御意見をいただいた鹿児島大学の早坂祥≡教授ならび

に大木公彦氏に感謝します｡また大型植物化石について貴重な御教示をいただいた福島大学の

鈴木敬治教授,横浜国立大学の尾崎公彦氏に感謝します｡

ⅠⅠ.地質層序及び試料

大塚･西井上(1980)によって提唱された鹿児島湾北部沿岸地域における第四系の層序を第

1表に示す｡本地域の層序については前述の文献に詳しいので,本章では花粉分析を行った国

分層群各層の岩相層序について略述する｡

国分層群は砂層,シル下層,火砕岩層などを主とした堆積物から成り,最大厚400mに達す

る｡本層群は中新世および更新世前期の火山岩類を基盤とし,上位は更新世後期の火砕流堆積

物に広く被われる｡分布域の西部ではMetasequoia植物化石群を含む湖沼性堆積物である更

新世前期の永野層を不整合に被っている｡

本層群は下位から加治木層,鍋倉火砕流堆積物,蒲生層,小田火砕流堆積物,隼人層および

これらの問に扶在する安山岩類から成る｡なお,これら各層間の関係は蒲生層と小田火砕流堆

積物との一部の関係を除き不整合関係にある(大塚･西井上, 1980)とされていたが,最近の

調査により次のことが判明した｡つまり加治木層と鍋倉火砕流堆積物との関係は,前者が未固

結時に後者が堆積したと思われる露頭が随所でみられるので整合関係にあるとみなされる｡鍋

倉火砕流堆積物と蒲生鳳　および小田火砕堆積物と隼人層の関係は,蒲生層･隼人層のいずれ

についても堆積盆周縁部で下位層との軽微な不整合を示す露頭がみられたが,大部分の露頭で

は整合関係にある｡滞生層と小田火砕流堆積物との関係は,前者が未固結時に後者が堆積した

と考えられる露頭がみられ,不整合関係を示すような露頭は認められなかった｡

加治木屑:国分層群最下位の地層で,大部分がシルt層および砂層から成り, Fagus cf.
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第1表　鹿児島湾北部沿岸地域の層序(大塚･西井上, 1980を一部改訂)

Table 1. Generalized stratigraphic sequence in the northern

coastal area of the Kagoshima Bay, South Kyushu (after

Otsuka and Nishiinoue, 1980; partly revised).

時代 地層名 層厚tm }

完
新
世

面責屑 5

蒲生火山砕府岩類 12+

更
新
世
徳
期

更
新
世
中
期

入戸火砕流堆積物 80

亀割坂角磯層 2

妻屋火砕流堆積物 15

大隅降下軽石堆積物 0●5

蒲生火砕流堆積物 10

五反田層 12

地久里火砕流堆積物 50

富田貝層 5

清水流紋岩

更
新

国

隼人屑 120

小田火砕流堆積物 70

/新期芸慧岩
分
層
罪

音数安山岩

世
前
期

西餅田安山岩

蒲生層 90

鍋倉火砕流堆積物 60十

加治木屑 70 +

先加治木安山岩類■

永野層 50十

中新世 先永野火山岩頬
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crenataで特徴づけられる大型植物化石群集を豊富に産出する.一部では塊状シルt岩が発達

し　Raeta少ulchella, Ostrea sp., Lucinoma sp.などの浅海生貝化石群集を豊富に含む.層厚

70m以上｡

蒲生層:鍋倉および小田両火砕流堆積物に挟まれて広く分布する｡主体的にみて下半部に砂

層,上半部にシル下層が卓越する｡従来,本地域西部の書田町桑の丸付近に発達する木屑のシ

ル下層部分は｢吉田植物化石層｣と呼ばれていた｡ Fagus stuxbergii, Zelkova cf. serrataな

どの大型植物化石を豊富に産出する｡層厚約90m｡

隼人層:大部分シル下層および砂磯層から成り全体とt(て下部のシル下部層と上部の砂部層
に分けられる.シル下部層からはFagus stuxbergn, Quercus cf. salicina, Zelkova cf. serrata

などの大型植物化石のほかLucinoma sp., Raeta少ulchellaなどの浅海生見化石群集を豊富

に産出する｡

｣上記の諸層について花粉分析を行ったが,試料の採取地点は第1図に示した通りである｡分
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析試料のうち,加治木屑(Kj)および滞生層(Km)のものは両層が連続的に露出する姶良町瀬

戸段～加治木町西雛場ルートにおけるシルt層から,また隼人層(Hy)のものは書田町桑の丸

付近に発達するシル下層からそれぞれ採取した｡

第1図　花粉分析試料採取位置図
Fig. 1 Map showing the localities of the samples for pollen analysis.

●

III.花粉分析結果

各試料(約50g)の処理は次の方法で行った10% KOH処理(24時間)-水洗-王水(HCl,

HN03, H20等量混液)処理-水洗-HF処理-水洗-グ1)セリンゼ1) -で封入｡検鏡は400

倍および1000倍で行い,木本花粉が200個を越えるように数えた｡分析結果の表示は木本花
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粉について総木本花粉を基数として百分率で表わし,花粉ダイアグラムを作成して第2図に示

した｡同図には木本花粉(AP),草本花粉　　　および胞子(spore)それぞれの割合を付記

した｡なお,草本花粉および胞子については考察の対照とはしなかった｡

全体を通してみると国分層群の主な構成樹種としてFinns, Picea, Abies, Tsugaなどの針

葉樹, Fagus, Quercus, Castanea, Alnus, Zelkova-Ulmusなどの広葉樹が高率で出現してい

る｡各地点ごとの出現傾向をみると次のようになる｡

加治木層(Kj)

Kj 1 : Pinusが29.6%, Fagusが24.5%で優占し,次いでQuercus, Abies, Zelkova-

Ulmusが出現する　Salixj Tilia　も低率で伴われる｡全体に広葉樹木の割合が高い｡

Kj 2 : Pinusが32.596, Fagusが21.5%, Quercusが1096, Zelkova-Ulmusが9.5%を

占め, Kilにおけるものとほぼ同様な出現傾向を示す　Abiesが　5, Tsugaが5%で伴わ

れる｡

Kj3 : Pinusが42%で大部分を占める｡それに対しFagusは6%と低率である　Quercus

は16.5%と比較的高率である　Zelkova-UlmusおよびSahxがそれぞれ4.5%で伴われる｡

Tsugaは全層準の出現率変化を通じて高率で9.5%を占める｡

Kj4 : Pinusが62.5%で最優占する｡広葉樹木ではFagus} Quercusがそれぞれ10%程

度の低率で出現する.針葉樹木ではPinusに次いでCryptomeriaが6%で出現し, Tsuga

が極低率で伴われるにすぎない｡

Kj5 : Ptnusが55%で高い出現率を示す　Fagus, Quercusが7-8%で伴われるが,他

の樹種は非常に低率である.なおPodocarpusが5%の出現率を示しているのがこの層準の

特徴である｡

滞生層　Km

Km 1 : Finnsが52%で高い出現率を示す　Alnus, Fagus, Quercus, Zelkova-Ulmusお

よびSalixが4.5-7.5%で伴われる｡他の樹種は低率である｡

Km2 :針葉樹木のうちPinusが17.5%と低率であるのに対し　Piceaが24.596, Abies

が17%と比較的高い出現率を示し,次いで　　　が5%を占める.一方,広葉樹木では

Fagus, Quercusがそれぞれの出現率変化を通じて最低率であるのに対し　AlnusおよびSalix

の割合が比較的高い｡全体として針葉樹木が優占している｡

Km3 : Quercusが22.5%で最優占する　Salixが11%と他の層準に比べ高率で出現する.

針葉樹木ではPinusが16.5%を占め,次いでAbies, Picea, Tsugaがほぼ同率で伴われる｡

隼人層(Hy

Hyl : QuercusおよびFinnsが両者合せて50%以上の高い出現率を示し,次いでPicea,

Abies, Fagus, Betula, Zelkova-Ulmusがほぼ同率で伴われる｡

Hy2 : Fagusが39.5%で最優占し, Alnus, Betula, Quercusがこれに続く｡全体に広葉

樹木が優占し,針葉樹木では　Pinusが7.5%の割合で出現する他は　Picea, Abies, Tsuga

は非常に低率である｡

Hy3 : Fagusが最優占し45.5%の高い出現率を示す　Pinus, Quercus, Zelkova-Ulmus

に加え　Picea, Abies, Larix-Pseudotsuga, Betula, AlnusおよびCeltis　も低率であるが伴

われる｡
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Fig. 3　Size-frequency of fossil pollen of Fagus and Quercus from the Kokubu Group.

(The data of pollen analysis of the Hayato Formation are adopted from Usui (1973
M.S.
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ⅠⅤ.化石花粉の大きさおよび大型植物遺体について

化石花粉の大きさを種の同定の目安とすることにはいろいろな問題があるが,ここでは大型

植物遺体の産状と対応して何らかの傾向が認められるのではないかと考え　FagusとQuercus

花粉について大きさの頻度分布を検討してみた(第3図)0

その結果　Fagus花粉については,大きさの最頻値が40it付近にあらわれる層準と35p付

近にあらわれる層準のあることがわかったO　このことは,大小2種類のFagus花粉の消長が

層準毎に入れ替った結果と考えることができる｡本論では大型のものをFagus L,小型のも

のをFagus Sと名づける｡ところで大型植物遺体では,国分層群の全層準にわたり2種の

Fagus (F. cf. crenataおよびF. stuxbergii)を産出する(大塚･西井上, 1980),従って前述

の頻度分布には,少なくともこれら2種のFagusに由来する花粉が混在して示されているこ

とになり,最頻値は両者いずれかのFangsの優勢を意味するものと考えられる.大型の

Fagus花粉はその大きさの上で現生種のFagus crenataこ対応するものとされ,小型の

花粉はFagus crenataよりも暖かい気候の指標種としての意味をもつものと考えられている

(田井, 1969),同様の関係はQuercus花粉についてもみとめられる｡ Quercus花粉の大きさ

の頻度分布をみると, 22.5/^付近に最頻値がある層準(その群集をQuercus Sとする)とそ

れより大きいところにある層準(その群集をQuercus Lとする)とがみられる｡一方,大型

植物遺体としては,国分層群全体を通じてQuercus cf. salicinaが産出し,又それに伴って

Quercus cf. serrataおよびQuercus cf. gilvaが部分的にみられる｡中村(1956),竹岡(1959)

は現生のQuercus花粉の大きさの頻度曲線について考察し,常緑広葉樹に属するQuercus

sahcinaやQuercus gilvaを含むSubgenus Cyclobalanopsis (カシ亜属)と,落葉広葉樹に

属するQuercus serrataを含むSubgenus Lepidobalanus (ナラガシワ亜属)についてそれぞ

れの最頻値を求めている｡竹岡(1959)によると前者の最頻値は22.20βであり,後者の最頻

値は22.20-33.00,wの範囲にあるとのことである｡従ってここでは,前述の小型の花粉Q]uer-

cm　は国分層群より産出する3種のQuercusの内　Q. cf. salicinaおよびQ. cf.gil　に,

叉大型の花粉Q]uercus　はQ. cf. serrataにそれぞれ対応するものと考えられる｡

さらに,国分層群全体を通じてみると, TsugaおよびPicea花粉がそれぞれ比較的高率に

出現するところがある　Tsuga花粉の大きさについては田井(1969)の報告*1があるが,そ

れによればTsugaは約75/*付近を境にして大型のものは亜寒帯性のものから,叉小型のもの

は冷温帯性のものから由来したと考えられる｡又Piceaに関する塚田(1974)の意見*2に従

えば,約90/*を境にして小型のものは亜寒帯性のものから,大型のものは冷温帯性のものか

ら由来したと考えられる.このような見方からすると本層群中には　Tsuga, Picea共に亜寒

帯性のものと冷温帯性のものが共存すると考えてよさそうである(但し,その量的変遷にづい

ては検討の余地がある)0

*1田井(1969)はTsuga花粉の大きさについて検討し　Taxodiaceaeの花粉の大きさの平均値に対して

補正された値がTsuga sieboldiiに対応する小型のTsugaグル-プでは70 li, Tsuga diversifoliaに
対応する大型のそれでは70--80/4の中間の値をとるようになるとしている｡

*2　塚田(1974)紘,およそ90βを境界として大型花粉は温帯から冷温帯のトウヒ属,小型花粉(70-90〝)

は亜寒帯性のトウヒ属から由来したものと考えられる(しかし,この問題については再精査の必要があ
る)としている｡



国分層群の花粉層序学的研究 97

Ⅴ.考　　　　　察

A･古植生および古気候

分析結果にもとずいて,国分層群全体を通じての花粉群集の出現率変化をみると,木本花粉

のうち針葉樹ではPinusが,広葉樹ではFagusおよびQuercusが優占して出現しているこ

とがわかる｡

一般に, Ptnusは花粉生産量が多く,また飛散能力もあるので,森林から堆積の場までの距

離が遠いほど他の樹木花粉より高率に出現すると考えられる*1｡

国分層群においては　Pinus花粉は加治木層の中･上部(Kj3-Kj5)から滞生層の下部

(Kml)にかけて優占している｡国分層群は岩相からみると,全体として内湾的な環境下に堆

積したと考えられるが, KJ3-KJ5問の試料採取地点の岩相は浅海生月化石群集を多産する

塊状シルト岩であり,少なくともこの時期はやや外洋的な環境下にあったと考えられるo　従っ

て　K 3-Kml間でみられるFinns花粉の高い出現率は, Pinus林の拡大･繁栄を意味す

るものではなく,堆積場の水域が拡大するような堆積環境の変化-つまり,海進による海岸線

の内陸部への移動を示唆しているものと考えられる｡

以上のことから,国分層群堆積時において　Pinus lま必ずしも森林の主要構成樹木ではなか

ったものと推定され,むしろ森林を構成する優占樹木はFagusおよびQuercusであったと

考えられる｡第4図には国分層群における化石花粉と大型植物遺体の出現の概要を示す｡

前章で述べたように, Fagus花粉のうち大型の花粉Fagus Lは現生種のFagus crenataに

対応するものであり,小型の花粉Fagus SはFagus crenataよりも暖かい気候の指標種であ

るとするならば,加治木屑中部　　　および蒲生層上部から隼人層(Km3-Hy3)にかけて

は,少なくとも山地においては,暖かさの指数(膏良, 1971)においてFagus crenataの自

生する温度域85-C/year以下の冷涼な気候下にあったことになる｡また加治木層下部(K] l-

K 2)および加治木屑上部から滞生層中部(Kj4-Km2)にかけてはFagus Sで特徴づけら

れているので, Fagus Lから推定される気候よりもわずかに温かい気候下にあったと考えら

れる｡さらに大型植物遺体についてみると,現在の日本における冷温帯(ブナ帯)の混生種で

あるシナノキやカエデ類(塚田, 1974)に対応する　Acer cf.florinii, Acer cf. mono, Tiha

cf. kiusianaおよびTilia cf. distansなどを産出するので　Fagusの森林の中にはこれらの

樹種が混生していたと推定される.また,隼人層の時代に入るとFagus花粉が最優占するよ

うになり,おそらくこの時代には,冷涼な気候のもとで　　　の森林が勢力をきわめていた

と考えられる｡

一方,国分層群全体を通じてみると,大型植物遺体には温暖要素をもつ常線型の　Quercus

cf. salicina, Quercus cf. gilva, Cinnamomum cf. japonicum, Machilus sp.などの照英樹お

よびLiquidatnbar sp.が,化石花粉にはPodocarpusがみられるので,平地では暖かさの指

数で85oC/year以上特にCinnamomum cf. japonicumやPodocarpusを産出する加治木

層,蒲生層下部および隼人層の堆積時には120-C/year以上という冬の寒さのさびしくない温

暖な気候下にあったことが推定される｡

TsugaおよびPicea花粉が木屑群全体を通じて低率ながら出現するが,前章でも述べたよ

うに,これらの花粉にはその大きさからみて亜寒帯性のものと冷温帯性のものとが共存するよ

うに思われるので,少なくともそれらの花粉が比較的優占する加治木屑中部(Kj3)および滞

*1島倉(1968)は現世海成堆積物中ではPinaceaeが高率を示すとしている｡
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生層中部から上部(Km2-Km3)にかけての時代には,山地においては暖かさの指数で45-C/

year付近の気温であったと考えられる｡

また,加治木層の中部から滞生層の下部(Ki2-Kml)にかけてはCryptomenaが低率な

がら出現するので,この時代は降雨量の多い湿潤な気候が推定される｡

以上のことからみて,国分層群堆積時には全体を通じて,平地ではCinnamomum cf. j(ゆ0-

nicumに代表されるような照葉樹林が発達し,山地ではFagusが優占L Zelkova, Ulmus,

Acer, Tiliaなどを混生する広葉樹林が拡がり,さらに,少なくとも加治木屑中部(Kj3)およ

び蒲生層中部から上部(Km2-Km3)にかけての時代には,それより高地に亜寒帯性の

TsugaやPiceaをはじめとする常緑針葉樹林が発達していたと推定される｡

これらの結果を現在の日本にあてはめてみると,日本の垂直森林帯と暖かさおよび寒さの指

数との関係(吉良, 1971)から,国分層群堆積時の植生は近畿地方ぐらいに相当すると思われ

るが,一方,現在と同様に温暖な南九州の気候下にあり,かつ山地において亜寒帯性の針葉樹

林が発達するような高い山が存在していたということも考えられる｡

B.対　　比

近畿地方における大阪層群を田井(1966)は花粉化石により分帯し,大阪層群下部のMa3

海成粘土層より下位をメタセコイア帯,それ以上をブナ帯とした｡大塚･西井上(1980)は,

国分層群からはFagusで特徴づけられる植物化石群を豊富に産し,メタセコイアで特徴づけ

られる永野層のそれと著しい対照をなしているので,同層群は近畿における大阪層群上部のブ

ナ帯にほぼ対比できるとした｡さらに彼らは,脊椎動物化石や予察的に行った古地磁気の検討

結果から加治木層の基底がほぼ大阪層群Ma4の層準に,蒲生層がMa5以上の東洋象帯にそ

れぞれ相当するものとしている｡

本研究における花粉分析結果からも,国分層群全層準を通じてFagusおよびQuercus花

粉で特徴づけられていることが明らかとなり,.本層群が全体として大阪層群のブナ帯に対比で

きるという大型植物化石から得た結論を支持する結果となった｡

また鹿児島県北西部に分布する山之口層の植物化石群は, Metasequoiaを産することによっ

て国分層群のそれとは異なるが,同層の花粉群集は針葉樹の優占とそれに伴うFagus, Zelkova

などの落葉広葉樹で特徴づけられ(長谷･畑中. 1976),国分層群のそれとはPiceaが25-

50%という高率で出現することで区別される｡

さらに北西部九州の島原半島に分布するロノ辞層群大屋層産の大屋フローラは　Metase-

quota, Liquidambarによって特徴づけられる温暖湿潤型の植物化石群であることによって大

阪層群の"明石フロ-デ'に対比された(Takahashi, 1954)が,同層の花粉群集はQuercus

が優占し,次いでAlnus,Betulaを伴うことで特徴づけられ(高橋･山口, 1972),さらにそ

の上位の北有馬層のそれはQuercusとFinnsの優占で特徴づけられており(高橋･浜田,

1972), Fagusを優占樹種とする国分層群のそれとは異なる｡

C.第三紀型植物Liquidambarについて

大塚･西井上(1980)は滞生層下部からLiqui&ambar sp.の大型遺体の産出を報告した.

一方,今回の花粉分析では,その大型遺体産出層準と同層準(Kml　およびそれより下位の

層準(Kj l-Kj5)からはLiquidambar花粉は検出されなかった｡

近畿地方では, Liquidambarは大阪層群最下部のメタセコイア帯で繁栄し,同層群下部の

時代まで出現している.しかしながら,国分層群におけるLiquidambarの菓化石の発見によ
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り, Metasequoia植物群を構成するLiquidambarのような第三紀型残存植物が,少なくとも

南九州においては国分層群蒲生層堆積時(更新世前期の後半)にまで繁栄していたということ

が明らかになった　LiquidambarがMa3の"メタセコイア消滅期"以降にも残存していた

ということは,那須(1970)の大阪層群に関する研究や,西村　　　　による横浜市の中部更

新銃の研究においても既に指摘されている｡

ⅤⅠ.ま　　と　　め

本研究により明らかになった事をまとめると次のようになる｡

(1)国分層群の花粉群集は全体としてFagusおよびQuercusが優占L Picea, Abies,

Tsugaなどの針葉樹を伴うことで特徴づけられる｡

(2)さらに本層群堆積時には,化石花粉と大型植物遺体との関連からみて,温暖要素をも

つ樹種と冷涼要素をもつ樹種とが共に存在していたと考えられる｡

(3)植物化石群集からみると,本層群は近畿地方における大阪層群上部のブナ帯に対比で

き,従来九州における更新統前期の地層,たとえば鹿児島県北薩地方の永野層や島原半島のロ

ノ津層群からは区別される｡

(4)第三紀塑植物であるLiquidambarは,少なくとも南九州においては更新世前期の後

半まで繁栄していた｡

VII,今後の問題点

この研究においては,さらに今後検討を加えなければならないいくつかの課題が残されてい

る｡それらを列挙すると次の通りである｡

(1)加治木層･滞生層および隼人層の各層において,より密な間隔で試料を採取し,花粉

群集の変化からより詳細に植生変遷を考察すること｡

(2) Picea, AbiesおよびTsuga花粉の大きさについて吟味し,亜寒帯性の属から由来し

たものと冷温帯性の属から由来したものとを区別し,優占種をおきえ,気候判定の一助とする

こと｡

(3)本研究では取り扱わなかったが,ある特定の気候を示すような重要な草本花粉もある

ので,胞子と共に考察を加え,木本花粉のそれに付加して古植生を復元すること｡

(4)鍋倉および小田両火砕流堆積物の絶対年代測定を行い,国分層群のフローラの時代論

や対比の一助とすること｡
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Fig.1　Pznus x500　Kjl

Fig.2　Pinus x500　Kj4

Fig.3　Picea x500　Km2

Fig.4　Picea x500　Km3

Fig.5　Abies x500　Kj2

Fig.6　Tsuga x500　Kj3

Fig.7　Tsuga x500　Kj5

Fig. 8a Tsuga (high adjustment)　x 500　Km2

Fig. 8b Tsuga (low adjustment)　x 500　Km2

Fig. 9　Lanx-Pseudotsuga x 400　Kj3

Fig. 10　Podocarpus x500　Kj5

Fig. ll Cryptomeria x 600　Kj4

Fig. 12　Cvyptomena x 600　Kj5

Fig.13　Alnus x600　Kjl

Fig.14　Alnus X600　Km3

Fig.15　Corylus x600　Km2
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